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「ほっとルーム」（適応教室、相談室）に登校する個々の生徒に対し

て、生徒が心を開いている教職員で少人数の援助チームを作り、情報

を共有しながら連携し、それぞれの持ち場から計画的にきめ細かく対

応することで、生徒の教室復帰を図ることを目標とした。 

『A 君また休みだ
な～』 
どうしたらい

いんだろう？ 

 

 

そうだっ！ 
Ａ君がよく話をしていた先

生方にお願いて協力してもら

おう！ 
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援助チーム 援助チーム（生徒と最も接点がある人が中

心になり担任を含む関係する職員３～５人

でチームを作ると小回りが利き機能的） 

教 

室 

復 

帰 

事 例 Ⅰ 

事 例 Ⅱ 

事 例 Ⅲ 

生徒支援特配教員 

担 任 

生徒支援特配教員 

生徒指導嘱託員 

担 任 

事 例 Ⅳ 

（担任を含む 3～5人で） 

相談（親・子） 

カウンセリング 

クラスの生徒

に働きかけ 

相談（親・子） 

家庭訪問 

生活面・衛生

面の指導 

相談（親・子） 

部活での指導 

生活習慣改

善の指導 

不登校や不登校傾向の生徒に登校を働きかけたり、ほ

っとルームから教室へ復帰させたりするには担任など

個人の力ではなかなか難しいね。でも、不登校や不登校

傾向の生徒が心を開いている教職員を中心にチームを

組んで、生徒個々に対しての話し合いを持ったり、情報

交換をしたりしながら生徒に多方面から迫ることがで

きると不登校や不登校傾向が改善した生徒が増えたよ。 

改善されたこと 


